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論 文 内 容 要 旨
難燃材料は多様で特異な性質を有しているため、建築分野、輸送機器分野、電子・精密機器、船舶分





























































第 6章では、難燃 PLA ナノ複合材料の力学特性の向上を目的として、圧延加工を検討している。前
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して、新規難燃剤の添加により、リン含有量 0.75%で UL 94規格における難燃レベル V-0を逹成した。
第 5 章では、PLA への応用について述べている。結果として、ナノコア‐シェル構造を持つカーボン
ナノチューブ系難燃剤と汎用難燃剤を併用することで、難燃レベル V-0を逹成した。第 6章では、難燃
PLA ナノ複合材料の力学特性向上を目的として、圧延加工の効果を検討している。結果として、圧延
率 50%まで加工することにより、難燃性熱可塑性 PLAナノ複合材料の引張強度が約 70MPa、破断ひず
みが約 40%まで向上し、難燃性と優れた力学特性を兼備する特性を示した。第 7章は、全体の結論であ
り、本研究で得られた結果および知見をまとめている。
本論文は学術的、工学的価値が高く、その研究成果は、難燃高分子材料の応用面を広げることができ
ると考えられる。また、研究業績として、査読付国際学術論文 3編、国際会議発表 2件、国内学会発表
3件を公表している。
よって、本論文は博士（工学）の学位論文として合格と認める。
